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誰かが動かなければ、何も始まらない

NPO法人新エネルギーをすすめる宝塚の会
(2012年5月設立）

非営利型株式会社宝塚すみれ発電
(2013年5月設立）

行政への働きかけ

事業者との連携
教育機関との連携

近畿大学 藤田ゼミ

龍谷大学 竹歳ゼミ



2011年6月議会に

請願提出

『再生可能エネルギー

でまちづくりを！」

採択

行政と話し合いの場を

初めて持てるように

なった

行政との初めてのタイ

アップ企画

講演会共同開催

2012年4月新エネル

ギー推進課誕生

2012年5月新エネル

ギーをすすめる

宝塚の会誕生

2012年7月固定価格買

取制度始まる

10月「市民発電所を作

ろう」学習会開催

12月、市民発電所「宝

塚すみれ発電所第1号」

誕生

「まちづくり」を基本に置き、行政との協働を図っていった



さまざまなスタイルの太陽光発電所を作る！

非常用電源をつける！



宝塚市の北部地域は
再生可能エネルギー
の宝庫

酪農稲作、野菜
豊富な森林資源

宝塚市の人口、225000人
北部西谷地域は森林と田園地帯
ここの人口は2056人（2025年）
高齢率4８％超

実際の宝塚市はこんなところ
北部地域とはココ

環境省「生物多様性保全上重要な里地里山」選定地域



農業を存続させる方策はあるのか？

農業の担い手は？

農地を守るには？

耕作放棄地になる
かも…？

全国的に課題はみな
一緒、今に始まった
ことではない



市民農園に
ソーラーシェアリング
をつくったら…

ソーラーシェアリ
ングを知ってもら
う良い機会になる

市民農園に集まるのは
農業に親しむ一般の人。

農地を守れるかも！

耕作放棄地にせずに済
むかも！

全国にある市民農園は
4200箇所を超える
面積にして約1300ha
※R5年



平成27年度
農山漁村活性化再生可能エネルギー事業化推進事業

【目的】
本事業の目的は、宝塚市の北部に位置し、人口減少や高齢化、農業衰退に悩む西谷
地区の活性化をはかるものである。

西谷には都市部から様々な人が訪れる。「農業」という西谷地区の特徴を理解・体
験する場になってほしいとの思いから、単なるソーラーシェアリング事業ではなく、
市民が利用する市民農園上で実施するソーラーシェアリング事業が必要と考える。

そのため、農業振興と再生可能エネルギーの導入の両立を可能にする“ソーラーシェ
アリング”の実現を目指す。



【調査事業を始めた本当の目的】

ソーラーシェアリングには様々な制度の壁がある。
地主さんの理解と協力が必要となる。
自分たちがやろうとしていることを多くの人に知らせること。
地元の人たちに信用してもらうこと。

行政への働きかけは絶対
・制度を作った国
・許可を下す自治体（兵庫県）
・現場を回す地元自治体（宝塚市）

たくさんの人を巻き込み、力を貸してもらうこと。



発電設備の設置、管理、運営

地主の古家さん

土地の管理、委託
（市民農園の運営）

宝塚すみれ発電所4号（市民農園）の運営形態
発電部門と土地所有者による共同運営

利用料金の割引で地域貢献

作付けは、
市民農園の借り手

市民農園利用料収入



農業の担い手不足解消したのか

農地を守る方策として生かされているか

耕作放棄地になる可能性は消えたのか

ソーラーシェアリングだけでは解決できない



コープこうべとの連携（2018年より）

宝塚すみれ発電所（5号以外）の電気はコープ
電気に！作る人と使う人がつながり、電気の行
方がはっきりしたものになっています。



コープこうべの「電源地」であることを
証明する看板設置



ソーラーシェアリング
市民農園プログラム

• 4/18 畝立て・マルチ張り

• 5/16 植え付け

• 7/11 草引き、つる返し

• 10/17 収穫

• 11/28 交流会

（株）宝塚すみれ発電
生活協同組合コープこうべ
近畿大学総合社会学部
龍谷大学農学部



エネルギー、食糧、地域経済まで学ぶ環境学習
実は「人育て」にもつながっている



でんき作るひと
宝塚すみれ発電→
持続可能なエネルギーを地域に！

でんき買うひと
コープこうべ→
持続可能なエネルギーを
消費者のもとに届ける

さくもつ作るひと

でんき使うひと

市民農園利用者→生産者にもなれる！
コープこうべ、近畿大学、龍谷大学

コープでんき加入者→
持続可能な社会づくりに
貢献

農地まもるひと

地主、西谷ソーラー
シェアリング協会→
未来の農業作り

取組を明確化し、理解者を増
やすこと



行政の応援
のかたちは
さまざま

•補助金などの支援制度の充
実→ただし、原資がなくな
れば終了

•融資制度の拡充→経済の循
環を促す

•税の免除制度策定→年数限
定の減免措置

•後押しできる大きな枠組み



再生可能エネルギーを推進する基本条例

自治体にできる有力な応援は補助金だけではない

2014年10月施行



2015年3月宝塚市山手台地区

宝塚市市民発電所設置モデル事業
宝塚すみれ発電所第3号

45.36ｋＷ

兵庫県
地域主導型再生可能
エネルギー導入
促進事業→
1000万円無利子貸付

宝塚市
再生可能エネルギー
基金（寄付金）→
189万円

宝塚すみれハート2015
自己募集（無配当出資）
一口5万円100口募集
→500万円



わずか3年で消えてしまった制度だったが、事業者にとってはとてもありがたかった…



【無利子貸付】 募集内容対象事業
県内に、地域団体が主体となって新たに再生可能エネルギー発電設備を導入し、
固定価格買取制度を活用して、継続的に発電を行う事業
（太陽光発電については、特に先進モデルと認められるもののみ）

対象団体 法人格を有する自治会、マンション管理組合、NPO 法人等
貸付期間 20 年以内
貸付利息  無利子
手数料 毎年、貸付残高に0.2％を乗じた金額
貸付限度額 3,000 万円（ただし、設備導入に必要な経費の80％を上限）

兵庫県 『地域創生！再エネ発掘プロジェクト事業』

宝塚すみれ発電が宝塚すみれ発電所3号、4号に導入。
西谷ソーラーシェアリング協会が、ソーラーシェア
リング2基に導入。



https://hokuces.jp/object/

兵庫県が作りました

https://hokuces.jp/object/


地域への波及効果：ソーラーシェアリングが宝塚市北部地区に8基

2015年8月 58.5ｋW（個人所有）2015年11月 37.44ｋW
（個人所有）

2015年12月 50.7ｋW
（個人所有） 2016年4月 46.8ｋW

（宝塚すみれ発電所有）
兵庫県無利子融資制度適
用

2016年12月 51.67ｋW
（個人所有）

2017年7月 57ｋW（個人所有）

2018年12月 57ｋW 2019年2月 57ｋW
⑦⑧は、一般社団法人西谷ソーラー
シェアリング協会所有
兵庫県無利子融資制度適用

すべてのソーラーシェアリング
に電源地としての看板設置

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦ ⑧

地域の人々が自ら投資し運営するソーラーシェアリング
が増え、そのすべてに非常用電源を設置



課題は常に形を変えて現れる

•地域の理解

•行政、議会の理解（地元自治体、国）

•エネルギーは社会課題のひとつという理解

•農業者の理解 地域の未来まで考える余裕がない

•事業者同士の連携の取り方

•気候変動への対応

•獣害対策

•目まぐるしく変わる制度の変化への対応の難しさ

誰のための、何のためのソーラーシェアリングなのか？



食とエネルギー、領土を取り合わない
だれもが飢えることのない世界を作りたい
そのためにソーラーシェアリングを使う


	スライド 1: ～市民発信のエネルギー政策～  食とエネルギーを生む ソーラーシェアリング 市民農園
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: ソーラーシェアリング市民農園プログラム
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17: 行政の応援のかたちはさまざま
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: 課題は常に形を変えて現れる
	スライド 25

